
第 14 回社員総会議事録 

 

日 時：2026 年 6 月 27 日(土)13:00～15:00 

場 所：一般社団法人 東京都歯科技工士会館 

住 所：〒170-0004 東京都豊島区北大塚 2-2-10 ヴィップ大塚香川ビル 4 階 

出席者：[代議員] 鈴木隆夫代議員、中村悠介代議員、猪野雅慎代議員、池田強代議員、長

瀬勝正代議員、富田博代議員、三次保代議員、井上囲大留代議員、谷本慎一代議

員、頂和人代議員、岸芳明代議員、米澤修三代議員、都筑康行代議員、菊竹清玄

代議員、佐藤文裕代議員、原晃代議員、吉田茂夫代議員 

    [欠席代議員]長浜謙一代議員、浜田泰弘代議員 

    [理事] 石川功和会長、西澤隆広副会長、宇山慶昌副会長、小笠原明副会長、狩野

真澄専務理事、松尾博子常務理事、妹島利行常務理事、横内正常務理事、千䏮喜

久雄理事、大倉雅夫理事、三輪典久理事 

    [監事] 小玉信彦監事、三國努監事 

議決権のある代議員総数 19 名 

総代議員の議決権の数 19 個 

出席代議員数（議決権行使書 0 名・委任状による者 0 名を含む）17 名 

この議決権の総数 17 個 

議長：池田強 

副議長：谷本慎一 

議事録作成者：横内正 

 

【議事内容】 

１. 開会宣言 

「定款第 17 条第 1 項及び第 18 条第 1 項、第 2 項による総社員の議決権を有する社員 19 名

中、17 名が出席しておりますので、過半数を有する社員が出席しております。したがって

第 14 回社員総会が成立したことをご報告いたします。」と石川会長から発せられた。 

2. 議長副議長の選出 議事運営委員 

正副議長の選出を議場に諮る。会長一任となり、議長に北部ブロック北歯科技工士会池田

強代議員、副議長に西部多摩ブロック渋谷歯科技工士会谷本慎一代議員が指名され、全会

一致で承認、任命された。 

3. 氏名点呼 谷本慎一副議長 

氏名点呼を行い社員 19 名中、17 名の出席を確認した。 

4. 議事録署名人の選出 池田強議長 

議事録署名人の選出を議場に諮る。議長一任となり、北部ブロック荒川歯科技工士会長瀬

勝正代議員、中央第一ブロック豊島歯科技工士会米澤修三代議員の両名を指名、全会一致

をもって承認され両名とも受諾した。 

5. 物故会員に対する黙祷 池田強議長 



2025 年 6 月 28 日から 2026 年 6 月 27 日までの物故会員へ冥福を祈り黙祷を捧げた。 

江東歯科技工士会 二瓶 秀平（にへい しゅうへい）２０２５年１１月１５日ご逝去 

江東歯科技工士会 水戸 大介（みと だいすけ）２０２６年１月１０日ご逝去 

渋谷歯科技工士会 西村 佳江子（にしむら かえこ）２０２６年３月４日ご逝去 

銀座歯科技工士会 橋浦 紀夫（はしうら のりお）２０２６年４月７日ご逝去 

6. 会長挨拶 石川功和会長 

会長石川功和より所信表明の挨拶があった。 

7. 議事進行 池田強議長 

議長からの発言があり「第 14 回社員総会は代議員出席数 17 名です」及び「動議提出締め

切り時間は第 1 号議案まで」と説明があった。 

議長は議案審議開始を宣言し理事に第 1 号議案の上程審議を求めた。 

第 1 号議案 ２０２５年度事業経過報告の承認を求める件 

狩野専務理事から 2025 年度事業経過経過について会務報告総括、総務報告、各事業の事業

報告、組織状況表の報告があり議場に承認を求めた。 

代議員からの質問はなく議長が採決に入る旨を議場に告げた。 

賛成票 13 票、賛成多数で承認可決されたと議長から宣言があった。 

第 2 号議案 ２０２５年度会計収入支出決算の承認を求める件 

 (１)2025 年度会計収入支出決算の承認を求める件 

横内常務理事から 2025 年度会計収入支出決算について貸借対照表、正味財産増減計算書、

財務諸表に対する注記、財産目録、附属明細書、慶弔見舞の報告があった。 

 続いて議長が監査報告を求めた。 

 (２)監査報告 

小玉監事から監査報告があった。 

2026 年 5 月 26 日都技事務所において、一般社団法人東京都歯科技工士会の定款第 23 条の

規定に基づき、2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日までの事業年度の理事の職務執行を

監査いたしました。監事は理事会に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況に

ついて報告を受け、必要に応じて説明を求め、業務及び財産の状況を調査いたしました。 

事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。また、

理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大事実は認めら

れません。よって公益目的支出計画実施報告書(貸借対照表及び正味財産増減計算書)及びそ

の付属明細書は法人の財産及び損益の状況を適正示しているものと認めますと監査報告が

あった。 

議長が第 2 号議案及び監査報告に関する質疑応答を議場に求めた。 

西部多摩ブッロク中野歯科技工士会の三次保代議員から質問があった。 

「正味財産増減計算書経常費用の支払助成金と財産目録流動負債の各地域歯科技工士会助

成金について記載以外に助成金はあるのか、また野球連盟への助成金は何処の項目に記載

しているのかご回答いただきたい。」 

横内常務理事からの答弁があった。 

「財産目録流動負債の各地域歯科技工士会助成金の内訳として社会福祉事業で銀座歯科技



工士会に 50,000 円、江東歯科技工士会に 100,000 円、豊島歯科技工士会に 239,120 円、中

野歯科技工士会に 102,000 円、地域助成金の合計が 491,120 円です。この金額に野球連盟

の助成金 80,000 円を加えると正味財産増減計算書経常費用の支払助成金の 571,120 円にな

りますと答弁があった。」 

多摩西部ブロック中野歯科技工士会の三次保原晃代議員から質問があった。 

「例年地域への助成金支払いは 3 月 31 日までに完了していたが、今回は 4 月に入ってから

の支払いになっていたがどのような改定があったのか。」 

宇山副会長からの答弁があった。 

「事務手続きが間に合わなかったのだと思われます。今後遅れないよう事務局に伝えてお

きますと答弁があった。」 

その後代議員からの質問はなく議長が採決に入る旨議場に告げた。 

賛成票 14 票、賛成多数で承認可決されたと議長から宣言があった。 

8. 協議事項 

記載事項なし。 

9. 報告事項 

（1）2026 年度事業計画 

2026 年度の各事業部の事業計画は、総会資料書面通りと報告があった。 

（2）2026 年度一般会計収支予算書 

2026 年度の予算書は、総会資料書面通りと報告があった。 

10. 感謝状授与 

石川会長から江東歯科技工士会の鈴木隆夫前会長に感謝状が授与された。 

11. 閉会 

池田強議長から第 14 回社員総会閉会の宣言が発せられ社員総会が終了した。 

 

 

上記の決議を明確にするため、この議事録を作成し、議長及び議事録署名人がここに記名

押印する。 

 

2026 年（令和 8 年）6 月 27 日 

一般社団法人 東京都歯科技工士会 第 14 回社員総会 

 

議長 池田 強   ㊞ 

 

議事録署名人 長瀬勝正   ㊞ 

 

議事録署名人 米澤修三   ㊞ 

 


